
高原の自然史Mz呪"･czI Histo?y/ QfJVMs"-C加廻oﾉCZjMbz"""zs lO･11 : 39～55 (2005)

千代田町南方地区の植生動態

金在恩 l ) . 田尾友希2 ) . 中越信和 ' ) 2

l)広島大学大学院国際協力研究科2)広島大学総合科学部

Vegetation Dynaxnics in Mmamikata, Chiyoda戸cho , Hroshima Prefecmre

Jae-Eun KIM ') _ Tbmoki TAo 2) and Nobukazu NAKAGosHI ')､ 2)

') Graduate School fOr lnternational Development and Cooperation, Hiroshima Universityj
1 -5- 1 Kagamiyama, Higashi-Hiroshima 739-8529

2) Department of Enviromnental Sciences, Faculty of lntegrated Arts and Science,
Hiroshima Universityj l -7-1 Kagamyama, Higashi-Hiroshima 739-852 1

Abstract: Vegetation dynamcs are generany mfiuenced by both natural disturbances and human

impacts . The scale of such changes varles from small gaps to several hectares. Especially, rural
areas have been afi℃cted by human impacts such as conecting filel wood, fertmzer, choppmg fOr

charcoal, and so on. Vegetation analysis m Mmamikata, Chiyoda-cho , Hiroshima prefecture was
carried out to understand vegetation processes over time . Clustel､and ordination analyses were

carried out usmg Morisita's similarity index, C人．Accordmg to the cluster analysis , there are seven

groups of which the hrst and second are Pj?z,Ms cZe7ZS"Zoγαcommunities, the third is Q2je?℃z↓s
spp . communities , the fourth is mainly a "Zsc""ん秘ss”e”szscommunity>thefifthis aclear

cuttmgsitewithRde7zs観o7n,andsomeplantationspecies,thesixthis mainlyaclearcuttmgsite
and the seventh  consists of conifer plantation commumties The ordmation shows the vegetation

distribution according to axis  l and axis n Axes  l and n arranges the above groups accordmg

to the coverage of the tall tree layer and the herbaceous layer, respectively. Pine wilt disease

has widely damaged R de7zs"o7'u forest in Chiyoda-cho . Finally, damaged R de?zsWZoγαforest
willchangeto Qz6e7℃zJs spp. forest and plantation area. Pine wilt disease and change of forest
management strategies will accelerate vegetation succession.
◎2005 Geihoku-cho Board of Education, All rights reserved.
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植生の遷移は自然と人間による撹乱によって影響を受ける 自然撹乱の場合，台風，山火事
崖崩れや病害などによる影響を例に挙げることができるその規模は一本の木が倒れて生じる
小さなギャップから病害や山火事のような数ha以上の大規模な撹乱によるものまで存在する
(Forman and Godron l986)

人間による撹乱は都市の拡大や木材などを得るための広範囲な伐採などを例に挙げることがで
きる．農村の場合，周辺の植生は人間による管理によって直接．または間接的に人為の影響を強
く受けてきた 農村周辺の森林は住民によって主に木材．燃料，肥料などとして利用されてきた
が それにより適当な間伐が成立し、その撹乱に適した植生が形成 維持されてきた(Hong
l998，鎌田・中越1990, Fukamachi 2001)

1960年代以後．経済発展に伴う燃料需要の変化．農業革命．木材輸入の増加などによって森林
の利用が減少し、植生遷移が進行することによって従来維持管理されてきた植生構造が変化して
いる（鎌田・中越1990, Kamada and Nakagoshi l996' Hong l998) .また，人間の里山に対する
維持管理方法の変化と合せて．マツ枯れのような大規模な病害の発生は植生の動態に変化をもた
らし，遷移進行を加速している

環境省自然環境局（2004）によれば広島県を含む中国地方の大部分は二次林が主要な植生を
成し、その二次林の中でもアカマツ林が主要な植生を構成している しかし. 1988年の第3回自
然環境保全基礎調査から1998年の第5回まで，アカマツ林が占める面積は次第に減少している
里山の生態系を保全するためには．地域の実状にあった実効性のある保全計画を立案すること

が重要であるしかしそのためには 急速に変化したと考えられる植生の変化の実態を明らかに
することが必要である.本研究では.中国山地においては典型的なアカマツ型の里山林が卓越し，
さらに比較的最近まで里山を利用してきたと考えられる広島県千代田町南方地区において，植生
資料を利用して，里山管理方法の変化による植生動態を明らかとすることを目的とした

調査地である広島県千代田町南方は広島の北約40kmに位置する（図l)千代田町南方の最高
峰の高さは816.1mで集落は主に標高270～400m間に分布する．近傍の可部観測所で測定された
1999年の年間降水量は1,913mm.平均気温は1 5.4℃であった（広島県2004) .広島県( 2004)によ
れば.地質は山地では流紋岩谷底部では砂,粘土などの未固結堆積物が分布している．土壌は．
乾性褐色森林土壌が広く分布し，基岩が流紋岩であれば山地の中腹から谷部は砂や粘土に覆われ
て適潤性褐色森林土壌が分布し，基岩が花崗岩であれば斜面の一部に粗粒残積成の未熟土壌が分
布する

面積は3,603haで水田と居住地の面積を除いた林野は全面積の約90%を占め，全て私有地であ
る総農家数は1970年において286戸．1980年は258戸、1 990年は237戸. 2000年は209戸と毎年減
少し，それに比べて非農家数は常に増加している（広島県2004)．

は じ め に

調査地概況
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植生調査は群落の内部構造を把握するために，植物社会学的方法(Braun-Blanquet l964)を
用いた 調査区は地域内の全ての植生要素を網羅するように設置し、大きさは森林群落では10m
x lOm,草本群落では2m×2mとした. 1987年には合計56プロットを調査し, 2003年には54

ロットを調査した除かれた2プロットは開発により建築物に置き換わったため調査しなかっ
た．各植生調査区は植生の高さ及び樹冠密度の相観と優占種を基本とした植生型で表現した

また 植生型で表現できなかった調査区は景観生態学での景観要素を参照した（鎌田・中越
1990)

各植生型の類似性を調べるために類似度指数C A (p) (Morisita l959)を利用してクラスター分
析を実施した その際に植生構造の変化を調べるために1 987年と2003年の植生調査資料の両方を

用いた CA (p)の計算方法は以下の通りである．
〃

2雲'','”C入(") = 〃 〃

（入!(,)+ﾙ(")雪'1,E'”
’-1       J＝l

刀 肋

Ep; 恥，j＝1入!("）＝ 〃 入2(")＝ 〃
(Z p,! )' （矛,)‘I＝ l

P1j,  P2f  ;それぞれのプロットにおける各群落の種の植被率

各群落の特徴と周辺環境の影響との関係性を明らかにするためにクラスター分析によって分類
されたグループを用いて序列化を行った．出現種の中に出現回数が極端に少ないものが多く，ま
た種の環境による分布が単調な形態(monotomc distribution)を現わす種が多いことから主成分
分析による序列化を用いた

調 査 地 の 位 置
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1 987年度

植生型

アカマツ群落

ナラ群落

アヵマッーナラ混交林
造林地

(スギ､ヒノキ群藩）
ススキ群落

伐採地

開 発 地

表1 年度による調査区の植生型

2003年度植牛剛

ア カ マ ツ ア カ マ ツ ー ナ ラ 造 林 地
ナ ラ 群 落 ス スキ 群 落 伐 採 地 開 発 地 全 体

鮮 薄 混 交 林 （ スギ ､ ヒ ノ キ 群 落 ）

2 8 ( 5 0 ） 9 ( 1 6 . 1 ） 3 ( 5 . 4 ） 10(17.9)      2(3.6)  2(3.6)  2(3.6)    56(100)

数字は調査区数．（数字）は全体調査区に対する各植生型の比率
アカマッ？P伽us”ISi/10m，ナラ; Q''e'ws spp"スギ: C#yplo噸例､ね ."pO7'i"ヒノキ: Ch"""cW"･iS oblusa,ススキ: MscQ""IszIs s"昭"SIS

1． 植生分布及び構造

全体調査区56個で植生型によって調査区別の変化を表わした（表l).アカマッ群落の調査区
が1987年には全体調査区56個中28個であり，半分を占めたが．2003年には18個に減少した．また
造林地であるスギ，ヒノキ群落は12個から22個に増加した 過去になかったクリ群落 住宅地
開発地が調査区で新たに現われた．過去に伐採地の調査区であった二ヶ所には，建築物が建設さ
れた．

高木層にまで達する主要な植生群落は，アカマツ群落，ナラ群落．アカマッーナラ混交林，造
林地におけるスギ．ヒノキ群落に区分された スギ，ヒノキ群落は，あわせて造林地群落とした．

アカマツ群落において高木層にはアカマツPZ?zzLs de)zs"omが優占していたが マツ枯れ
による被害を多く被っていた．亜高木層は主にコナラQ26e7℃ZjS Se""q",リョウブαe""q
ba7w7ze"ﾉ心 コシアブラ邸et"ﾉze7℃cocc26s sc"dop/@Z/"oidesなどが優占し．低木層ではヒサカ

キE2"ﾉ “ ” o ” cα・アセビPje ” s j qpo7 "cαなどの常緑広葉樹が，草本層のほとんどではチュ
ウゴクザサSasaUe"cﾉ2" var.ﾉ〃S2"eが優占していた

ナラ群落については．高木層はコナラ．アベマキQ26e？℃2↓sUa?"b"is ,クリCqsm/7zeq

CTe7Z"q.アカマツ リヨウブ．コシアブラなどが優占し． 低木層ではアカマツ群落と同様にヒ
サカキ．アセビなどの常緑広葉樹が．草本層のほとんどではチュウゴクザサが優占していた 林

内の照度が極端に低い林分もあった．
アカマツーナラ混交林は主にマツ枯れで被害を受けたアカマツとコナラ,クリが高木層を成し，

亜高木層は主にナラ類とリョウブ．コシアブラのような広葉樹が優占していた．草本層はアカマ

ツ群落 ナラ群落同様，チュウゴクザサが優占していた．
伐採地は主にチュウゴクザサが優占し．コナラ．クリなどのナラ類 ヒサカキ．アセビなどの

常緑広葉樹. 0.5m以下の植栽されたヒノキChα"zaecZIPα"sob”sαなどがみられた．
ススキ群落は主にススキMisca7z"zst↓ss伽e”sZsが優占し．アカマツ，ヒサカキ．アセビなど

18(32 1)

7(12.7)

1(1.8)

23(41.1)

4(7.1）
2(3.6）

2(3.6）

全 体
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2

6
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もみられた．

造林地群落における主な造林樹種はヒノキであり．一定間隔の植栽であった 亜高木層以下の
階層では植被率が低く、ヒサカキとアセビが優占していた．

2． 植生動態

植生調査資料は，クラスター分析により距離4，2において7個のグループに区分された（図
2)．グループ1と2は，主にアカマツ群落であったが，グループlでは草本層におけるチュウ
ゴクザサの植被率が20％未満と低いのに対し，グループ2ではチュウゴクザサの植被率が70％を
越えていた グループ3は高木層優占種がコナラ．アベマキ．クリなどであり．亜高木層と低木
層はナラ類とヒサカキ，アセビなどの常緑広葉樹が優占していた グループ4はアカマツ群落と

ススキ群落であったグループ5はアカマツ群落，伐採地および造林地群落で構成されたグルー
プであり，チュウゴクザサが優占し．草本層の植被率が70％を超えていたそれに対し、グルー

プ6は伐採地により構成されたが．草本層の植被率が低かった．グループ7は植生高が0.5m以
上の高さを持った造林地群落が区分された．このグループは草本層の植被率が低いのに対し．高

木層は均一で高い植被率を示したまた低木層はほとんど発達していなかった1 987年のアカマ
ツ群落はグループ1と2に主に含まれたが.2003年のアカマツ群落はグループ3．4，5に主に含

まれていた．

時間の変化による群落の特徴を調べるためにクラスター分析によって分類されたグループを用

いて序列化を行った（図3)．高木層植皮率と有意な相関(p < 0.05 )がみられた軸Iについて.植
生調査資料による分類から主にアカマツ群落から成るグループ1と2．主にナラ群落から成るグ
ループ3．造林地群落から成るグループ7が順に配置された．伐採地を含むグループ4．5．6は

造林地であるグループ7の近傍に配置されたが，これは伐採地が造林地周辺に位置するととも
に．実際に造林を目的として形成された空間であるためと考えられた 草本層植被率と有意な相
関(p <0.05)がみられた軸Ⅱについて.低い植被率を示したグループ1と6は主に負方向に配置
されたのに対し．高い植被率を示したグループ2と5は正方向に配置された

各調査区の環境特性と植生の群落構造間の関係を調べるために線形回帰分析を行った（表
2)．海抜と高木層植被率，亜高木層の高さ，低木層植被率との間に有意な相関がみられた
(p <0.05)また，傾斜と高木層植被率，草本層植被率 最大胸径．出現種数との間に有意な相

関がみられた(p <005)また植生の群落構造において，亜高木層植被率と草本層植被率 出現
種数との間に有意な相関がみられた(p<0.05) .

1 960年以後の社会経済構造の変化は里山に直接または間接的な影響を及ぼした（鎌田・中越

1990, Kamada and Nakagoshi l99 1 . Nakagoshi and Hollg 2001 )過去においてアカマツ林やナ
ラ林は，木材，燃料 肥料などを得るために間伐やリターの採取などを通して日常的に利用され

てきた(Hong and Nakagoshi l998. Kamada and Nakagoshi l996 Kim et ". 2002) .しかし，社
会榊造の変化に伴う森林利用の減少はアカマツ林内におけるナラ類の成長をもたらし，リターの

察考
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図2 調査区のクラスター分析樹形図：カットレベルによって区分けされた7グループ
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蓄積はアカマツの更新を阻害している(Hong and Nakagoshi l998)また，草本層における高密
度なチュウゴクザサの出現もアカマツの更新を阻害する一要因である（鎌田・中越1990）
1960年代初め，九州から大きく広がり始めたマツ枯れはアカマツニ次林に大きな影響を及ぼし

た特に, 1970年代に入ってアカマツの木材生産に大きな損失をもたらし．また枯死したアカマ
ツの放置は他のアカマツがマツ枯れ病に感染する機会を増大させた(Mamiya l988)
1970年代以後 中国地方においても広がり始めたマツ枯れはアカマツ林の植生構造に大きな影

響を及ぼしている(Mamiya l988)また.そのようなマツ枯れの影響を受けた二次林を伐採し，
スギ．ヒノキ造林地へと転換することも行われるようになった（佐久間ほか2003）

千代田町南方地区も広い地域においてマツ枯れの被害を受け，特に高木層の多くのアカマツが
枯死した．マツ林における高木層の変化は下層植生に大きく二つの植生構造を作り出したと考え

軸 ’
○1987年ナラ群落
□1987年アカマツ群落
△2003年伐採地
◇1987年造林地（スギ、ヒノキ群落）
＋1987年アカマツーナラ混交林
- 1987年ススキ群落

図3調査地の植生型の序列化
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海抜

傾斜

高木届-H

商木屑一C

亜高木層一H

亜高木層-C

低木層-H

低木層一C

草本層-H

草本層-C
最大胸径

出 現 穂 数

表2調査区の環境的特徴と群落構造の関係

海 抜 傾 斜 高 木 層 - H 高 木 層 一 C 亜 高 木 層 - H 亜 高 木 層 - C 低 木 届 - H 低 木 層 - C 草 本 層 一 H 草 本 層 - C 股 大 胸 径 出 現 種 数

H：高さ(､),C：植被率(%),＊p<0.05,＊*p<0.01,稗*p<0,00】

一つ目は枯死したアカマツ高木の下に．常緑広葉樹であるヒサカキ，ソヨゴ，アセビや落葉広
葉樹のコナラなどが亜高木や低木として繁茂し，さらに倒れたアカマツや草本層に繁茂するチユ
ウゴクザサが光条件を悪化させ，アカマツの実生の生育を阻害している場合である．二つ目は亜
高木層があまり発達することができず，かつ低木層のヒサカキ．アセビなどの常緑広葉樹やヤマ
ッツジなどが低い植被率で存在し，アカマツ実生がよく再生される場合である．このことは，植
生の群落構造において．亜高木層植被率と草本層植被率．出現種数との間に有意な相関がみられ
ることからも説明できるものと考えられた．
アカマツ群落の調査区が減少したことはマツ枯れによって多くのアカマツが被害を被ったこと

が考えられた被害を受けたアカマツはナラ類の生長により混交林に変化する場合と，伐採され
スギ，ヒノキの造林地となる場合があると考えられた．これは人間による森林の管理形態の変化
を示唆するものと考えられた．

伐採地の植生構造は，草本層にチユウゴクザサが優占している場所とそうではない場所に区別
されたこれは伐採してからの期間によって草本層の植被率が異なるためと考えられた また，
チユウゴクザサが優占した場所において種多様性が低下するであろうという予想とは異なり．一
部地域ではむしろ種多様性が高い結果を現わした．これはチュウゴクザサの優占による光条件の
悪化にもかかわらず．ヒサカキ．アセビ，イヌツゲ．ヒイラギなどの常緑広葉樹が草本層に出現
したためと考えられた

出現種数は高木層，亜高木層の植被率に有意な関係があった（表2)また. Beon and Bartsch
（2003）によれば アカマツの更新は土壌水分などの土壌条件よりも光による影響が最も大き

い．これらのことより，種多様性及びアカマッの更新のためには林内への適当な光の供給が必須
であり，高木層や亜高木層の縦のバランスを考慮した植生管理が必要であると考えられた．しか
し，造林地は高木層植被率が90％以上であり．低木層や草本層では光を利用しにくいため，光条
件の悪化に耐え得る種が低木層や草本層を構成するものと考えられた
均質な植生景観は非均質な植生景観に比べて撹乱が容易に発生する(Tilrner l989) .このこと

より，過去において均質な景観を形成していたアカマツ林はマツ枯れによる被害が大きく，それ
故，管理放棄に伴う植生遷移が加速されているものと考えられた
アカマツ林は長い間 広島県の主要植生として存在してきた(Nakagoshi l995) .しかし，社

0.494**＊

0.004

0．082

0.250＊

0 . 0 4 6 0 0 4 0

0.228

0.362*＊

0.130

0.154

0.125

0 . 4 5 6 * * ＊
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会経済状況の変化に伴う森林管理形態の変化は土着種の生息地環境の変化をもたらし（鎌田・
中越1990)．それによって里山における絶滅危倶種数を増加させている(Washitam 2003)
大規模な病害と森林管理形態の変化による生息地環境の変化は植物の問題だけではなく．その

地域を生息地とする動物にも非常に大きな影響を及ぼすものである．したがって土着種の生息地
保全を考えるならば．植生構造の変化速度を調節するために 造林地の場所選択および適正な管
理を行うとともに，アカマツの更新を目的とした光の確保や病害で枯死したアカマツの除去など
の二次林に対する管理を行う必要があると考えられる．
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調査地の景観

A:住居地と接した造林地と伐採地

B:南方地区の耕作地と伐採地
C:南方地区の耕作地と伐採地

D :入浴用の水を加熱するための木材燃料

マツ枯れで被害を被ったアカマツ群落

E:マツ枯れで被害を被ったアカマツ群落と草本層に優占したチュウゴクザサ群落
F:マツ枯れで被害を被った高木層アカマッ群落

G:マツ枯れで被害を被った高木層アカマツ群落と草本層に優占したササ群落
H:マツ枯れで被害を被った高木屑アカマツ群落と草本層に優占したササ群落
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2003年10月18日

2003年10月18日

2003年11月1日
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2003年10月18日
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2003年9月8日
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図 版 2
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水源林を作る公団造林事業のためのヒノキc/zα畑aecZ/Ixz"s ob"sα造林地
A:水原林を作る公団造林事業のための案内板 2003年11月5日
B :伐採地と高さ1.5m以下のヒノキ造林地 2003年11月5日
C:伐採地と高さ1.5m以下のヒノキ造林地 2003年11月5日

D:伐採地と高さ1 .5m以下のヒノキ造林地 2003年11月5日
E;伐採地と高さ1 .5m以下のヒノキ造林地 2003年11月5日
F :伐採地と高さ1 .5m以下のヒノキ造林地 2003年11月5日
G:伐採地と高さ1 .5m以下のヒノキ造林地 2003年11月5日
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図 版 3

ヒノキ造林地とササ優占群落

A :高さ1m以下のヒノキ造林地

B : 高さ l m以下のヒノキ造林地

C :高さ l m以下のヒノキ造林地

D ;高さ1m以下のヒノキ造林地
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2003年10月18日

2003年10月18日

2003年10月18日
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図 版 4
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高さ1 .5m以下のヒノキ造林とササ群落
伐採地の高さlm以下のスギとアカマッ

高さ1.5m以下のヒノキ造林地

伐採地のススキ群落と高さ1m以下のス
伐採地のススキ群落と高さ1mほどのアE

アカマツ更新とヒノキ造林

A:高さ1 .5m以下のヒノキ

B : 伐採地の高さ l m以下

C:高さ1.5m以下のヒノキ

D : 伐 採 地 の ス ス キ 群 落 と 1m以下のスギとアカマッ

l m ほ ど の ア カ マ ッ

2003年10月18日

2003年11月2日

2003年10月18日

2003年10月18日

2003年11月2日
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